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神戸2024世界パラ陸上競技選手権大会組織委員会・会長／増田明美

ついに、待ちに待った神戸2024世界パラ陸上競技
選手権大会の開幕です。2021年に開催予定でした。
それが、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大に
よって、2020年に行われるはずだった東京2020オリ
ンピック・パラリンピックが前代未聞の1年延期に。それ
に伴い、2度もの延期を余儀なくされました。本来なら、
たくさんの子どもたちに東京2020大会で、パラアスリー
トの活躍する姿を会場で応援して、いろんなことを感じ
取っていただきたかったのですが、無観客となり、かない
ませんでした。子どもたちに、世界のトップパラアスリート
とふれあう機会を！それが、神戸2024世界パラ陸上
の大切なテーマになっています。

この3年間、神戸市内ではパラアスリートとのふれあいやパラスポーツを体験できるイベントなど、さまざまな事業が実
施されました。学校にトップ選手が出向いて、日々のトレーニングや生活のことをお話ししたり、実際に子どもたちがパ
ラスポーツを体験できるプログラムなどが行われました。じっくりと時間をかけてこうした取り組みを行うことで、パラスポー
ツへの理解が大きく前進したのです。
また、本大会では、子どもも大人もさまざまな形で大会に関わってくれています。例えば、神戸市内の大学生が開
発したお弁当が、大会期間中に会場の売店で販売されます。また、特別支援学校の子どもたちが作ったお菓子
で、世界から集まった選手や関係者をおもてなしします。工業高校の生徒たちが考案した投てき台のプラットフォーム
が、大会期間中練習用トラックに設置され、選手がトレーニングに活用しています。神戸市民の熱い思いや取り組
みの素晴らしさに満ち溢れた大会になることでしょう。
1985年には、会場となるユニバー記念競技場で、大学生の国際大会であるユニバーシアードが開催されました。
その後1989年には、アジアパラ競技大会の前身であるフェスピックも、神戸で開催されています。神戸は、スポー
ツ、多様性を受け入れ、親しんできた土地柄でもあります。
実は、私が陸上競技選手としてデビューしたのも、ここ神戸でした。高校3年生の時に競技大会で5000mに出
場し、当時の日本記録を大きく超える記録を出して優勝したのです。ですから、ここ神戸は私にとっても、とても思い
出深い場所。六甲山からの眺め、異人館の立ち並ぶ街並み、そして初めていただいた神戸牛の美味しさなどと一緒
に、今も心に刻まれています。

本大会は、車いすや投てき台、義足など競技用の道具を使用する選手、ガイドと一心同体で競技を行う視覚障が
いの選手、また、脳原性まひや知的障がいの選手など、さまざまなアスリートがパフォーマンスを見せてくれます。たくさ
んの見どころがありますが、ぜひ注目していただきたいのが、24日（金）に行われるユニバーサルリレーです。障がい
の異なる選手たちがタッチワークでつなぐリレーは、まさに多様性のシンボル的な競技です。
今日から開幕する神戸2024世界パラ陸上。みなさん一緒に大きな声で選手たちに応援を送りましょう。

いよいよ開幕です！
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神戸2024世界パラ陸上競技選手権大会の開幕を翌日に控えた5月16日、有力選手6名が会
場のユニバー記念競技場で会見し、大会への意気込みなどを示した。

■山本篤 （T63／日本）
大会アンバサダーも務めている。大会が盛り上がるように応援してほしい。世界選手権出
場は8回目で、今回は走り幅跳びに出場する。今まで多くのメダルを獲ってきたが、今回
もメダル獲得と自己ベスト更新を目指し、最高のパフォーマンスをしたい。多くの人
に、義足で跳ぶことを見てほしいし、助走スピードを生かして高さのあるジャンプにつな
げているところに注目してほしい。

■ホーリー・ロビンソン （F46／ニュージーランド）
神戸は美しく、準備も整っていて心強い。ニュージーランド選手団一同、とても嬉しく
思っている。私にとって世界選手権は7回目。やり投げが専門だったが、前回のパリ大会
で砲丸投げにも出場して銀メダルを獲得したので、今回は砲丸投げに絞った。技術向上に
取り組んできたので、自己ベスト更新とメダル獲得を目指している。

■ハナ・コックロフト （T34／イギリス）
日本は2回目、また来日できて嬉しい。世界選手権は7回目だが、同じ年にパラリンピッ
クもあるのは初めて。今季は今大会が初戦なので、ワクワクとドキドキが混ざった気持
ち。100mと800mに出場するが、スタートを磨いてきたし、競技用車いす（レーサー）も
新調したので、いい結果を出したい。

■ノエミ・アルフォンス （T54／モーリシャス）
モーリシャス選手団を代表して組織委員会に感謝したい。私は4回目の世界選手権なの
で、自己ベスト更新が目標だし、できればメダルも持ち帰りたい。トラック4種目に出場
するが、とくに前回大会で銀メダルを獲得した100mで好記録を出したい。そのためにス
タートを磨いてきた。

左から、辻沙絵、ノア・マローン、ノエミ・アルフォンス、増田明美大会組織委員会
会長、ポール・フィッツジェラルド世界パラ陸上競技連盟代表、ハナ・コックロフ
ト、ホーリー・ロビンソン、山本篤

大会開幕直前、有力選手が意気込み！



■ノア・マローン （Ｔ12／アメリカ）
世界選手権は3回目。国を代表して出場できるのはとても光栄だ。100mではスタートと、
前半のスピードを強化してきたので世界記録を更新を目指している。また、ユニバーサ
ルリレーではチームでの連携を高め、よいレースをしたい。

■辻沙絵 （T47／日本）
100m、200mに出場する。自己ベストを更新できるよう、最大限の準備をしたい。東京
パラリンピックはコロナ禍で無観客開催だったが、今回は有観客なので多くの人に自分
のいいパフォーマンスを見せたいし、とくに100m 後半のスピードの伸びを見てほしい。
かなりスピードを強化してきたので、競り負けずに走り終えたい。

会見には、今大会を盛り上げるために約1年前に結成された「子ども記者団」から記者
2名も参加し、選手たちに取材した。岡山県の小学4年生、はばら・やまと記者は、「母
国を代表するトップアスリートになるために大事なことは？」と質問。コックロフトは、
「素敵な質問ね。努力も必要だが、もっと大事なのは情熱。仕事と考えるのでなく、楽
しみながら練習していたら、代表になれた」と話し、辻は、「私はハンドボール選手
だったが、21歳で陸上競技を始めた当初は不安もあった。でも、『自分ならできると自
分自身を信じ抜くこと』で、日本代表にたどり着けた」と答えた。

また、奈良県の小学4年生、きのした・こうきくんの質問、「ユニバー記念競技場のい
いところは？」に対し、アルフォンスは、「大きくて素晴らしい施設。多くの競技施設
があるスポーツパークの中にあるところもいい。私はこれまでに行った競技場それぞれ
に思い出があるので、神戸でもいいパフォーマンスで素敵な思い出を作って持ち帰りた
い」と返答。マローンは、「ワールドクラスの素晴らしい競技場でワクワクしている。
日本の皆さんの前でパフォーマンスするのも初めてなので楽しみ。多くの人に見てもら
い、パラ陸上を知ってもらう機会にもなれば」と期待を寄せた。
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